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3. 設計方針・実装 1. はじめに 

 近年，様々な場所に設置され始めた電光掲示

板には，広告などの紙媒体，大型の液晶ディス

プレイなどに比べ，他の人の注目を集めること

が容易である，可視距離が長い，設置が容易で

あるといった様々な利点がある．そこで，この

電光掲示板をネットワークに接続可能にするこ

とで，電光掲示板の管理を容易にし，インター

ネット上のリソースを配信することが可能とな

った[4]．そこで，オーディエンスの要求する情

報をローカルエリア内においてリアルタイムに

提供するメッセージ配信システムについての研

究が行われてきた[1]．しかし，このシステムで

はオーディエンス全体，すべての人間に対して

同様のメッセージを配信することは可能である

が，利用者を個人単位で識別することは不可能

である．従って，従来のシステムでは利用者に

よって，配信されるリソースが有用ではない場

合が多々存在している． 

本研究で構築・実装されたシステムは以下の

ような構成となっている． 

・ JSP による管理用 WEB ページ 

・ バイオメトリクスによる認証システム 

・ 認証システム統合用モジュール 

・ 配信データ決定モジュール 

・ データエンコードモジュール 

・ 一般配信用フィルタ作成モジュール 

・ 配信データ復元モジュール 

・ NMB 環境設定用モジュール 

以下の図１は本研究で構築したシステムの関

連・構成を示している． 

 

 

2. 目的 
 本研究では，エリア内のオーディエンス全体

に対してのメッセージ配信を行っていたネット

メッセージボードに，バイオメトリクスや IC カ

ードといった個人認証技術[2]と，カメラセンサ

や赤外線センサ，人感センサといった各種セン

サから取得した環境内の情報を組み合わせて用

いる．これによって，従来のネットメッセージ

ボードによるメッセージ配信システムでは実現

できない，ネットメッセージボードのユーザの

特定を行い，個々のユーザに合わせたメッセー

ジの配信システムの設計と実装を行う．また，

従来のシステムにおいて実現されていた，管理

側における利便性，簡易性といったユーザビリ

ティを失わせることがないよう，システムの設

計，および実装を行っていく． 

図 1：システム設計 

 

これらのシステムは，ユーザ側で操作を必要

とすることは，個人認証システムを用いて認証

処理を行うことのみとしている．これによって，

ユーザがハードウェアに関する複雑な操作を覚

える必要性がなくなるため，機械操作を苦手と

するユーザでも容易にシステムを利用すること

が可能になる． 

 
  3.1. ネットメッセージボード管理ページ 
  本研究で実装されたネットメッセージボード

(NMB)によるメッセージ配信システムは，JSP で

用意された管理用 WEB ページにアクセスするこ

とで，容易に，かつ視覚的に様々な設定を行う

ことが可能となる． 
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 また，本管理システムでは JSP による管理ペ

ージから，後に述べる各種モジュールを呼び出

し，実行していくことで各機能を実現するよう

に設計されている．これによってネットメッセ

ージボード本体にかかる負荷の軽減も同時に行

われている． 

 

3.2. 認証システム 

 本研究では認証システムとして音声によるバ

イオメトリクス認証を用いている[4]．この認証

のフローは以下の図 2 のようになっている．こ

の認証システムの構築にはプログラム言語とし

て Java Development Kit(JDK1.4.1-02)と Java 

Media Frame(JMF2.1.1e)を用い，データベース

ソフトとして Microsoft 社の Access2002 を用い

ている．また，認証用のデータを取得し始める

開始キーとしてカメラロボットによる人物検出

システム[3]を利用している． 

 
図 2：認証までのフロー 

 

この認証システムは，本研究で用いている通

信プロトコルと同様のプロトコルを用いること

で，容易にここで用意した音声認証システム以

外の認証システムと交換することも可能である．

本研究で構築したシステムでは，音声による認

証システムの他，IC カードを用いることで認証

を行うシステムも用意されている． 

 

3.3. 各種モジュール 

 本研究で構築したシステムでは，1～3 クラス

程度の小規模なプログラムで構成される，様々

なモジュールを用意し，それらを必要時に呼び

出すことで配信するデータの取得，データのエ

ンコードといった各種機能を実現してきた．こ

のように各機能を別個のモジュール，小規模な

プログラムで構成することで，従来の物では設

計からやり直す必要のあった新規機能の追加が，

先に述べた JSP による管理用 WEB ページと，追

加したい機能を持たせたモジュールプログラム

を増設するだけで可能となる． 

 現在用意されているモジュールには「WEB から

配信する情報を取得する物」，「配信するメッ

セージを NMB 用にエンコードする物」，「認証

システムと接続する物」，「配信するメッセー

ジを決定する物」，「個別配信を行った後に一

般ユーザ用にメッセージを戻す物」，「メッセ

ージボードの様々な環境設定を行うための物」

といった物が用意されている． 

 

4. おわりに 
 本研究では，既存のシステムでは実現できな

かった個人に特化したメッセージを配信する電

光掲示板のシステムを構築するために，音声に

よるバイオメトリクス認証とカメラロボットに

よって取得した環境情報を組み合わせることで，

その設計と実装を行ってきた．また，既存のシ

ステムでは大変な労力を必要とした新規機能の

追加といったことに対して，JSP による管理 WEB

ページとそれに付随する小規模プログラムによ

るモジュールの追加という形を取ることで，こ

うした労力を軽減することが可能になるようシ

ステムの設計，および実装を行った．  

 今後は本研究で構築したシステムで新たに発

生した問題点である，個人に特化したメッセー

ジを WEB ページから抽出する方法についての研

究，およびその評価が必要であると考えている． 
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